








































































































































































































































































































































































































































































































































































1学年 O季節の歌に -視写・鑑賞 -歴史的仮名遣
「四季倉」百を学ぶ。 -アンソロジー しミ
. ~小 人一 づくり -季節をあらわ
首』によまれ -カルタ取り す言葉
た四季の風景 (百人一首大会)







3学年 0作者の世界を -音読者絵 ・暗論 -和歌の修辞法読み取ろう。 研究 (枕詞・掛詞・
. ~百人一首ータ ・作挿 (彩色) 序詞・縁語)
話』の世界を を用いた作者
楽しもう。 のエピソード
紹介
-カルタ取り
(百人一首大会)
図 10 ~百人一首ータ話』
尾崎雅嘉古川久校訂岩波文庫
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8 r藍玉」の図を活用した授業
一『阿波名所図会』を資料としてー
船井春奈
毎年，徳島県板野郡松茂町内の小学校に通う児童たち
は，卒業記念に藍染の体験実習を行う。その授業の枠組
みは，各小学校の事'情に任されているものの総合学習的
な意味合いを含んでいることが多い。そこで，同実習に
伴う事前授業の一環として「藍玉」の図(複写および、そ
れに著者が色塗りを施したもの)を参照し，その図の読
み取りを一つの授業案として提案する。
1 着物
1 )色彩 この図会に描かれている人物像から，当時の
衣服である着物や脚粋，履物，持物から，職業や身分
に違いがあることを発見させる。
なお，色彩化した方のこれらの着物には，藍・紅花・
葉(きはだ)・柿渋・橡(つるばみ)を染料にしたと想
定して色塗りを施している。そこで 聖徳太子が冠位
十二階で身分を色によって分類したように，この時代
にも色で、身分の分別ができていたことを伝える。
また，同じように歴史の復習を兼ねつつ，文化や技
術が伝わってきたのは中国であったことを述べる。身
分の色別は中国に倣ったものである。そして，学習者
たちがこれから実習することになる染め物も，そのう
ちの一つである。染色技術だけでなく，藍や紅など馴
染みのある染料も同時に伝わってきた。
2)藍の使われ方江戸時代以前，藍の色は，公家など
が使うことのできる高貴な色とされていた。しかし，
江戸時代になると 庶民も使用可能になった。
古来より， 日本の庶民は，夏は涼しいが，冬は寒い
麻布を着用していた。だが，江戸時代中期頃になると，
木綿が広く栽培されるようになり，木綿を着用するこ
とが可能になった。その木綿をさらに強い素材に成し
得たのが，藍である。藍で染色した木綿は，こうして
庶民たちの作業着として発達し 市民権を得たのだ。
同時に，一般庶民も藍の色を使用できるようになった
のである。
藍は，世界における人類最初の染料と言われている。
生葉のうちから染色することができるため，原始人は
顔面や皮膚等に塗り 魔除けや虫除けの役割を果たし
た。藍は，そのような特有の強さでもって人々に受け
入れられ，広く愛用されたのである。その藍の苗が育
つのに適した地こそが 徳島の吉野川流域であった。
ところで，当事の色彩は，染料を混合することによっ
て作り出されていた。例えば，葉(黄色)と藍(青)
で緑色に，紅花(赤)と藍(青)で二藍(紫)という
色の組み合わせ方がある。出来上がったこの二つの色
は，それぞれ身分の高い人たちが使用していた。いず
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れにも庶民が着用している藍が混入されている。だが，
他の色彩を混合することでもって庶民の色と区別され
ていた。
2 藍玉
1 )藍玉 この図の主題は「藍玉Jである。それは，染
料としての藍を全国に出荷する時の形態である。だが，
今日，藍師たちはもはや藍玉を製法していない。その
前の段階の薬の状態で出荷している。そこで，児童た
ちに「藍玉Jの図を見せ，これが何であるのか創造さ
せてみてはどうであろうか。
2)藍玉の製法過程
①藍葉を刻んでから乾燥させる。
②発酵させる為の小屋の中に①を入れ，水をかけ，建
をかけて蒸らす。九月から十一月にかけて蒸してい
る中，時々切り返し(上下の葉の入れ替え)を行う。次
第に練り状に変化していくのが菜である。できあが
るのは十二月頃のことである。
③菜を藍臼で掲き固めて藍玉にする。
④掲き上がった藍を玉切鎌で長方形に切る。
⑤莫藍に藍玉を並べ，天日干しにする。そして，全国
に出荷するために俵に入れる。
3 藍商
図にある四角い俵(ー俵56kg，乾燥後45kg)は，藍
を出荷するための入れ物である。その中には藍玉が入れ
られている。現在もこの形態を保ったまま受け継がれて
いるが，先述した通り葉の状態となって藍が入っている。
江戸時代，この図のような藍商の蔵から全国へ向けて
藍が出荷されていった。「阿波二十五万石，藍五十万石」。
阿波藩は藍の産業で繁栄した。それは，全国の特産物の
横綱が決定された表に，東の紅花，西の藍と評価される
まで登りつめた。
4 最後に
同町の幼稚園を卒園した児童ならば 親子体験の行事
を通して，必ず藍染の経験を持つ。二・三回程度の藍染
体験をしている児童もいれば その土地柄から必ずクラ
スの数人に初心者が存在する。つまり，藍染めについて
の認知度に顕著な差がみられる。
事前授業で，藍が染料として成り立つまでの過程を児
童たちに教授することも 藍を知る上では大切なことで
ある。だが w阿波名所図会』の「藍玉」図を用いること
で，児童が学習してきたことを踏まえながら，以上のよ
うな多角な視点を獲得することができる。
その中で，一般的にも認知されていない「藍玉」への
取り組みは，どの生徒へも新しい視点から藍についての
授業を取り組むことができるのではないだろうか。
鳴門教育大学情報教育ジャーナル
